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研究成果の概要（和文）：認知機能の低下した地域在住高齢者において自ら受療行動を起こさない者の口腔衛
生・口腔機能およびニーズの現状把握を行うには、専門職自らが出向いて適切な認知機能評価を含む訪問調査を
行う必要がある。我々は本研究において、認知機能が低下し外出頻度が低下した高齢者に対する歯科専門職の訪
問調査を行い、認知機能が低下している地域在住高齢者は、認知機能低下した者ほど①口腔機能低下しており、
②歯周炎症面積が大きく、③口腔の状態が不良であって歯科受療の合理的配慮を受けられていない状態があり潜
在的な歯科治療ニーズが高いことを明らかにした。積極的な訪問歯科健診が望まれる。

研究成果の概要（英文）：To grasp the status of oral health of community-dwelling older people with 
cognitive decline, it is necessary for dental professionals to visit them to conduct home-visit 
surveys. In this study, we conducted a visiting survey by dental professionals to elderly people 
with cognitive decline and reduced frequency of going out. We found that elderly people living in 
the community with more cognitive decline had more (1) lower oral function, (2) larger periodontal 
inflammation area, and (3) poorer oral health and did not receive reasonable accommodation for 
dental treatment. The study revealed that the potential need for dental treatment was higher in 
those who did not receive reasonable accommodation for dental access. The results are published 
under the title " Severity of Dementia is Associated with Increased Periodontal Inflamed Surface 
Area: Home Visit Survey of People with Cognitive Decline Living in the Community.” More active 
visiting dental check-ups are desirable.

研究分野：高齢者歯科学

キーワード： 社会歯科学　認知症高齢者　歯科医療　口腔保健　在宅訪問　受療困難　合理的配慮

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
地域包括ケアシステムの推進の中で、認知症とともに生きる高齢者も地域生活を継続するケースが増えている。
しかしながら、そういった者の中には、社会的支援や生活支援の担い手が十分ではない者や社会的に孤立してい
る者で、口腔の病態の自覚や問題解決行動が困難になった者がいる。本研究のような訪問調査によってのみ、生
活実態や口腔の実態が明らかになるが、訪問歯科健診は未だ一般的ではない。口腔の健康の喪失で低栄養や健康
障害が生じることは既知の事実であるが、歯科健診機会のないものに対しては歯科口腔保健法にも記載されるよ
うな訪問歯科健診などによる積極的な把握を行い受療への合理的配慮が受けられるようにする必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
⑴超高齢社会の課題 
わが国は超高齢社会に突入し、高齢化と共に認知機能低下、あるいは認知症と診断されたもの
も増加の一途を辿ることも予想されて久しい。進行する核家族化に関連した独居高齢者・高齢者
のみ世帯の増加が著しく、適切な医療介護の提供を得られないものも少なくない（高齢白書，内
閣府 2018）。経済面、健康面においても高齢者の生活格差が拡大している現状において、適切な
医療介護に繋がっていない高齢者の実態を把握する必要がある。 
⑵高齢者の歯科ニーズの課題 

8020達成率が 50％を超えた現在、歯を多く残しつつも、適切な医療にアクセス困難である高
齢者も依然として存在する。我々が行った認知症実態調査では、特に訪問を希望する高齢者のう
ち認知機能低下がある者において有意に歯科受診頻度の低下がみられ、咀嚼困難や食事摂取量
の減少を自覚していても受療困難な者が多く存在することが明らかになった（地域ケアモデル
事業報告書 H29）。すなわち外出頻度が低下し身体的フレイルの進行と同時に口腔の諸問題が放
置され口腔のフレイル（オーラルフレイル）や口腔機能低下が生じ、またそれらにより精神的健
康を損なうという重複課題の連鎖が生じている可能性が考えられた。受診困難である理由の一
つに、歯科医療の受療は患者の自訴に依存していること、また歩行や電話予約、予約にあわせて
外出することを含む受療能力に依存することが挙げられる（Ornstein KA,  J Am Geriatr 
Soc.2015）。 

 
認知機能の低下した高齢者の口腔の健康は生活の質に直結し、精神科診療を必要とする高齢
者は、外出し受診可能な高齢者よりも有意に歯科ニーズが高いことが示されている（Purandare 
N. Int Psychogeriatr. 2010）。これらに対し、我々は老年歯科医学会より「認知症患者の歯科的
対応および歯科治療のあり方：学会の立場表明（2015年版）（枝広 あや子，老年歯科医学 2015）」
を発行し、さらにわが国では新オレンジプランに基づき 2016年度より全国的に「歯科医師の認
知症対応力向上研修」が行われている。 
⑶可視化されていない歯科ニーズの解明の必要性 
地域包括ケアシステムの枠組みにおいては、介護保険利用者に関して、介護支援専門員は訪問
介護事業所等から得た利用者の口腔に関する問題や服薬状況、自身が把握した利用者の状態等
について、主治の医師・歯科医師に情報伝達を行うことが義務づけられた。しかしながら認知機
能の低下した地域高齢者において適切に介護保険利用に繋がっていないケースも多く、また地
域在住高齢者に生じやすい口腔の不具合に関して介護支援専門員と歯科専門職の適切な情報共
有は得られにくい現状である。 
高齢者の口腔機能低下に関する報告の多くは歯科医院受診患者、施設入所者や来場型健診参加
者を対象にしている（Takagi.D, Gerodontology. 2017，Brochier.CW,  Gerodontology. 2018）。
したがって歯科医院に通院困難なもの、および来場型健診に参加しない者について知見を得る
ことは非常に困難であり、検討は限定的で不十分である。特に人口過密地域において生活する認
知機能低下のある高齢者は、地域の中で孤立しやすく、その生活支援ニーズや歯科を含む受療ニ

ーズは可視化されにくい現状である（Moosajee S,Prim Dent J. 2015）。我々が行った訪問調査



を含む地域の認知症実態調査においては、来場型健診に参加せず訪問調査を希望した者に認知
機能低下の者がより多く存在していた（佐久間尚子，老年精神医学 2018）。こういった対象の現
状把握を行うには、専門職自らが出向いて適切な認知機能評価を含む訪問調査を行う必要があ
る。 
一方、施設入所者を含まない認知機能低下した地域在住高齢者に関して、来場型健診ではなく訪
問下で行った口腔に関する調査知見は、我々が渉猟した限りでは得られなかった（PubMed お
よび医中誌）。今後、地域で暮らす認知機能低下した高齢者が増える現状において、来場型健診
に参加しないような認知機能低下した地域在住高齢者の可視化されていない歯科ニーズを把握
し、必要なサービスにつなげる方法論を確立する必要がある。 
 
２．研究の目的 
精神科医師・心理士と共に行う精緻な認知機能評価を含んだ歯科専門職の訪問調査はこれま
で例がない。我々は本研究において、認知機能が低下し外出頻度が低下した高齢者に対する歯科
専門職の訪問調査を行い、①潜在的な歯科治療ニーズを明らかにする、②口腔介入による認知機
能や精神機能への影響を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
⑴対象 
地域高齢者のうち来場型健診会場に来場しない者、歯科疾患の自訴の表出がない者、極度に外
出頻度の低下した者を対象とする。具体的には、一連の長期縦断研究（高島平スタディ）におい
て研究参加に同意した訪問調査参加者で、すでに認知機能低下していることが確認された者 94
名を想定した。 
⑵方法 
対象者に歯科医師および精神科医師・心理士等が訪問し、訪問下で実施可能な①認知機能検査
（Mini Mental State Examination-Japanese version:MMSE-J)、②精神的健康度（WHO-5）、③認
知機能アセスメント（the Dementia Assessment Sheet for Community-based Integrated Care 
System (21 items) (DASC-21)、the clinical dementia rating (CDR)）④身体機能検査（身長、
体重、BMI、握力）⑤口腔機能検査（歯数、歯周炎症表面積 the periodontal inflamed surface 
area (PISA)、Bleeding on probing (BOP)、The Simplified Oral Hygiene Index (OHI-S)、the 
Debris Index (DI)、 Calculus Index (CI)、the repetitive saliva swallowing test (RSST)）、
⑥生活問診（既往歴、栄養スクリーニング A mini nutritional assessment (MNA)、口腔健康習
慣、喫煙習慣、食事習慣等）を行った。訪問下の 1）口腔管理用具・方法指導、2）口腔機能向上
エクササイズ指導、3）歯科医療の受療支援、4）栄養管理アドバイス、5）介入の詳細な記録を
行った。またその内容は必要に応じ、地域包括支援センター等の他の支援者とのケース会議（1
回/2 月の頻度）で共有し、課題があれば再度訪問し受療支援などを行った。研究期間中に新型
コロナウイルス感染症拡大による影響で、訪問調査の中断、対象者数の減少、介入の制限などが
発生したが、適宜合理的な解決を行った。 
⑶検討方法 
 潜在的な歯科治療ニーズに関して、歯周関連項目を中心に検討を行った。CDR を 3群（0、0.5-
1、2-3）に分け、PISA と認知症の重症度の分布を One-way ANOVA with Bonferroni’s post-hoc 
test またはχ2 検定を用いて検討した。PISA に関連する因子間の相関を評価するために、ピア
ソンの相関係数を使用した。また、CDR データの解析には、スピアマンの順位相関係数を用いた。
PISA と相関のある因子から潜在的な交絡因子を選択し、PISA の多変量モデルで共変量とした。
最終的な重回帰モデルの構築には、the directed acyclic graph method（DAG）を使用した。過
去に PISA や認知症と相関があるとされた因子を用いて因果関係図を作成し、口腔の状態の代表
値として現存歯数を選び、BOP（％）、DI、CI、OHI-S、RSST は共線性のため最終モデルから除外
した。このプロセスにより実証結果のバイアスを最小化した。最終モデルは、年齢、生物学的性
別、うつ病、糖尿病、膠原病、視覚障害、骨粗鬆症治療薬、歯数で調整した。重回帰分析はステ
ップワイズ法を用い、p値＜0.05 を統計的に有意とした。IBM SPSS version 27 (IBM Corp., 
Armonk, NY, USA)を使用した。本試験は一連の長期縦断研究の二次研究であるため、事前のサン
プルサイズの算出は行わなかった。 
⑷倫理的配慮 
研究計画はヘルシンキ宣言に則って計画され、東京都健康長寿医療センター研究所倫理審査
委員会における承認(2016-2559-33, 2019-1924-18, 2019-3146-36)を受けて実施された。 
 
４．研究成果 
⑴認知症重症度別の基本情報（Table1） 
実際に訪問が可能であったものは 75名であった。CDR2-3 群では、PISA、BOP、DI が有意に高
値であり、また RSSTfirst は有意に低下していた。CDR2-3 群は、教育年数が長く、一人暮らし
が少なく、糖尿病が多く、栄養状態不良であり、また口腔衛生のセルフケア習慣と過去 1年以内
に専門的口腔衛生管理や歯科受診の経験が少なかった。 



 
⑵PISA 高値に関連する要因（Table2） 
相関係数および DAG を目安に共変量を選択し、PISA に関する重回帰分析の結果、生物学的性
別、うつ病、糖尿病、膠原病、視覚障害、骨粗鬆症の治療薬を調整した上で、歯の数（β＝0.479、
p＜0.001）、CDR（β＝0.258、p＝0.013）、年齢（β＝0.250、p＝0.017）が PISA に独立に関連し
ていた。 

CDR 0
　N＝36

CDR 0.5-1
　N＝30

CDR 2-3
　N＝ 9

Total
　N＝75

Ave ± SD, (%) Ave ± SD, (%) Ave ± SD, (%) Ave ± SD, (%) P-value

Oral Health status
PISA 98.8 ± 122.2 165.7 ± 149.6 412.6 ± 419.0 163.2 ± 210.7 <0.001 CDR0<CDR2-3,CDR0.5-1<CDR2-3
No. of Present teeth (include dacaied teeth)14.4 ± 9.3 16.0 ± 8.0 17.4 ± 10.0 15.4 ± 8.8 0.579

PESA 527.6 ± 391.0 688.2 ± 357.6 911.0 ± 590.8 637.9 ± 419.7 0.032 CDR0<CDR2-3

BOP (%) 0.1 ± 0.1 0.2 ± 0.1 0.3 ± 0.2 0.1 ± 0.1 <0.001 CDR0<CDR2-3,CDR0.5-1<CDR2-3

Debris Index 2.9 ± 1.6 4.0 ± 1.6 4.2 ± 1.7 3.5 ± 1.7 0.010 CDR0<CDR0.5-1

Calculus Index 2.5 ± 1.5 3.1 ± 1.5 3.2 ± 1.9 2.8 ± 1.5 0.315

OHI-S 5.7 ± 2.5 7.1 ± 2.6 7.9 ± 2.3 6.6 ± 2.6 0.034

RSSTfirst (1st, min) 1.3 ± 0.5 2.0 ± 2.0 5.8 ± 7.1 2.1 ± 2.9 <0.001 CDR0<CDR2-3,CDR0.5-1<CDR2-3

RSST (time/min) 4.3 ± 1.4 3.8 ± 1.1 2.9 ± 1.2 3.9 ± 1.4 0.026 CDR0<CDR2-3

Sociodemographic status
biological sex 50.0% 76.7% 44.4% 60.0% 0.053
age 81.7 ± 5.0 86.1 ± 5.3 82.2±2.8 83.5 ± 5.3 0.002 CDR0<CDR0.5-1
education (years) 10.1 ± 2.2 11.1 ± 2.5 12.6±2.8 10.8 ± 2.5 0.018 CDR0<CDR2-3

economic status
 economically distressed 57.6% 10.3% 22.2% 33.8% 0.002

 normal 36.4% 69.0% 66.7% 53.5%

 comfortable economic status 6.1% 20.7% 11.1% 12.7%

living alone 38.9% 63.3% 0.0% 44.0% 0.002

Clinical status
Concomitant disease

Hypertension 61.1% 83.3% 44.4% 68.0% 0.042

Cerebrovascular disease 5.6% 3.3% 0.0% 4.0% 0.727

Cardiovascular disorders 30.6% 26.7% 22.2% 28.0% 0.864

Diabetes 25.7% 10.0% 55.6% 23.0% 0.015

Hyperlipidaemia 47.2% 40.0% 0.0% 38.7% 0.033

Renal disease 13.9% 3.3% 0.0% 8.0% 0.186

Collagen disease(rheumatoid arthritis) 2.8% 0.0% 11.1% 2.7% 0.192

Visual disorder 41.7% 66.7% 42.9% 52.1% 0.113

Blood pressure
systolic blood pressure 153.1 ± 26.7 154.8 ± 22.5 146.8 ± 33.8 153.0 ± 25.8 0.726

deastolic blood pressure 87.8 ± 17.1 88.0 ± 21.5 87.7 ± 24.9 87.8 ± 19.6 0.999

Medication
Osteoporosis 19.4% 30.0% 22.2% 24.0% 0.601

Hypertension 58.3% 73.3% 77.8% 66.7% 0.329

Diabetes 22.2% 10.0% 44.4% 20.0% 0.069

Anti-thrombotic therapy 19.4% 33.3% 33.3% 26.7% 0.397

Cognitive Assessment
DASC-21 23.3 ± 4.1 30.2 ± 9.0 61.8 ± 10.5 30.8 ± 14.2 ＜0.001 CDR0<CDR0.5-1,CDR0<CDR2-3,CDR0.5-1<CDR2-3

MMSE-J 24.1 ± 2.7 21.1 ± 3.0 12.3 ± 3.6 21.5 ± 4.7 ＜0.001 CDR0>CDR0.5-1,CDR0>CDR2-3,CDR0.5-1>CDR2-3

Mental health status
depression(two-question) 25.0% 10.0% 22.2% 18.7% 0.285

WHO-5-J 16.4 ± 6.5 15.5 ± 6.0 15.1 ± 4.7 15.9 ± 6.1 0.771

Living and behavioral status
Alcohol

Habitual drinkings 25.0% 30.0% 22.2% 26.7% 0.855

stopped drinkings 27.8% 20.0% 22.2% 24.0% 0.756

Smoking
Brinkman index 519.9 ± 608.8 252.9 ± 305.3 530.0 ± 449.7 450.1 ± 524.7 0.479

Nutrition(MNA ) 24.8 ± 3.6 24.2 ± 3.1 20.8 ± 4.0 24.1 ± 3.6 0.012 CDR0>CDR2-3,CDR0.5-1>CDR2-3

Sweet food behavior 19.4% 13.3% 22.2% 17.3% 0.742

Oral health self-care behavior
before sleep 75.0% 60.0% 33.3% 64.0% 0.001

after meals 25.0% 26.7% 11.1% 24.0%

before meals 0.0% 6.7% 11.1% 4.0%

sometimes do not care 0.0% 6.7% 44.4% 8.0%

POC within one year (yes) 63.9% 36.7% 22.2% 48.0% 0.023

Dental consultation within one year (yes) 58.3% 46.7% 44.4% 52.0% 0.569

One way ANOVA with bonferroni post-hoc test / X 2 test

The distribution of PISA and each items as to dementia severity examined by one-way analysis of variance with the Bonferroni's post-hoc test or χ2 test.
CDR: The Clinical Dementia Rating; PISA: The periodontal inflamed surface area; PESA: The Periodontal epithelical surface area; BOP: Bleeding on probing; OHI-S: Oral Hygiene Index; 
RSST: The Repetitive Saliva Swallowing Test; DASC-21: Dementia Assessment Sheet in Community-based Integrated Care System - 21 items(21-84); MMSE-J: The Mini Mental State 
Examination-Japanese(0-30); WHO-5-J: Japanese version of the World Health Organisation- Five Well-Being Index (0-25); MNA: Mini Nutritional Assessment(0-30); POC: Professional 
oral care  include oral health instruction, professional mechanical tooth, and tongue cleaning.

Table1: Oral health status, sosiodemographic status, clinical and behaviaral characteristics stratified dy CDR groupes.



 

 
⑶考察 
人口密度の高い都市部の地域在住認知症患者の歯科治療の必要性を認識することは、方法論
の点から非常に困難である。本研究においては、精神科医師・心理士と歯科医師のチームによる
訪問を行ったことで、認知症の評価と歯周組織はじめ口腔機能の正確な評価が可能であった。結
果からは、中等度から重度の認知症で歯の本数が多い高齢者は、口腔内に慢性的な炎症がある状
態で生活している可能性が高いことが分かった。すなわち、認知症が重症化するにつれて歯周病
が悪化することが示唆される。第一に、認知症前駆段階の高齢者は社会的孤立や無気力を経験し、
これ自体が社会的障壁となり受療困難を介して歯周病の悪化につながる可能性がある。第二に、
認知機能低下のある高齢者は、認知症前駆段階には口腔衛生状態の悪化から、CAL が深化する。
第三に、彼らの口腔内自己管理の困難さが増すことで、歯周病菌や歯肉出血が増加し、PISA が
大きくなる。第四に、認知症発症後、時間が経つにつれて、歯が失われない限り、口腔衛生が軽
視されるため、PISA は悪化する。研究対象者の平均年齢は 83.5±5.3 歳であった。老化現象そ
のものが Porphyromonas gingivalis 等の細菌感染に対する宿主の反応に影響を与え、炎症プロ
セスを助長している可能性がある。同時に認知症発症からの時間が PISA の上昇に関係している
と推測される。 
歯周病と認知症の関係に関して、歯周病が認知症の発症を促進させるという仮説もあるが、一
方向的なものではなく、双方向的に影響しあうものであると想定される。認知症や認知機能障害
において口腔衛生が悪化する理由はいくつか報告されており、視空間認知機能の低下により、口
腔清掃が困難になり、また、認知症の人は、習慣への関心が薄れたり、手先の器用さが低下した
りして、清掃が困難になること、また認知症の人が口腔内の問題に対して助けを求めることを妨
げる社会的障壁がある可能性がある。自ら受療するためには、病識や問題解決、電話の使用、予
約の遵守、計画的な行動など、様々なプロセスが必要であり、特に予防的受診や定期的な歯科受
診に支障をきたす。さらに、認知症があり口腔機能低下した人は、柔らかく付着性の高い、炭水
化物を中心とした食事を好むようになり、プラークコントロールがより困難になることも指摘
されている。 
歯周病の一般的特徴の“痛みがない”ことは、認知症高齢者にとって不具合をもたらしていた。
本研究参加者は、日本における認知症高齢者の他の報告よりも多くの歯を有していた。残存歯数
が多く、生活に支障がなく口腔内の痛みがない高齢者は、自発的な歯科受診の可能性が低い。地
域で暮らす認知症高齢者は、緩徐に進行する生活機能低下の中で不適切な口腔セルフケアを続
け、歯科治療を受けようとしない・口腔ケアに関する支援を求めない可能性がある。このような
場合、口腔ケアの方法を変える機会を逃してしまう可能性がある。未治療の口腔疾患は深刻な結
果をもたらすため、歯科受診の判断は、特に認知症高齢者においては、自己申告の症状や苦痛の
みに基づいて行われるべきではないことが指摘されており、高齢者の口腔の健康を維持するた
めの早期かつ継続的な取り組みを支援する必要があることは明らかである。認知症で社会的に
孤立している高齢者に対し、社会からの特別な配慮が必要である。訪問歯科健診のような積極的
な社会的介入は、その第一歩となる可能性がある。 
 

⑷まとめ  
地域包括ケアシステムの推進の中で、認知症とともに生きる高齢者も地域生活を継続するケ
ースが増えている。しかしながら、そういった者の中には、社会的支援や生活支援の担い手が十
分ではない者や社会的に孤立している者で、口腔の病態の自覚や問題解決行動が困難になった
者がいる。本研究のような訪問調査によってのみ、生活実態や口腔の実態が明らかになるが、訪
問歯科健診は未だ一般的ではない。口腔の健康の喪失で低栄養や健康障害が生じることは既知
の事実であるが、歯科健診機会のないものに対しては歯科口腔保健法にも記載されるような訪
問歯科健診などによる積極的な把握を行い受療への合理的配慮が受けられるようにする必要が
ある。 

Standerdized 
coefficient

B Std.error Beta

(Constant) -694.662 277.898 -2.500 0.015

No. of Present teeth (include dacaied teeth) 9.219 1.957 0.479 4.711 <0.001 0.983 1.018

CDR 62.721 24.642 0.258 2.545 0.013 0.987 1.013

age 8.003 3.276 0.250 2.443 0.017 0.973 1.028

Table2: Multivariate linear regression analisis on PISA; The final multivariate model.

Determinants of PISA identified using stepwise multivariate linear regression analysis whre independent variables with the least 
significance(P>0.05) were sequentilly omitted. Adjusted for age, biological sex, depression, diabetes, Collagen disease, visual 
disorder, Medication for Osteoporosis, Number of present teeth and CDR. R2=0.350, Adjusted R2=0.320
VIF: Variance inflation factor; CDR: The Clinical Dementia Rating; PISA: The periodontal inflamed surface area.

Unstandardized coefficient

t P-value tolerance VIF
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